
問

新
年
度
の
重
点
施
策
は
如

何
。

市
長

平
成
16
年
度
予
算
編
成

の
主
な
重
点
施
策
は
、「
都
市
基

盤
の
整
備
」
と
し
て
は
、
八
街

駅
北
側
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
、
八
街
駅
自
由
通
路
等
整
備

事
業
、
大
池
調
整
池
整
備
事
業

な
ど
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、道
路
維
持
補
修
事
業
、

防
犯
灯
設
置
事
業
は
、
予
算
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。「
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
市
民
文
化
の

創
造
」
と
し
て
は
、
小
中
学
校

の
施
設
整
備
、
備
品
整
備
に
加

え
、
八
街
中
央
中
学
校
校
舎
改

築
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

問

防
犯
灯
設
置
事
業
。

市
長

新
年
度
は
防
犯
灯
の
設

置
予
算
を
約
1.7
倍
に
増
額
し
、

器
具
の
選
定
な
ど
も
含
め
、
最

大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
整
備
充
実
を
図
り
、
防
犯

の
向
上
に
努
め
た
い
。

問

新
年
度
の
予
算
に
お
け
る

公
債
費
比
率
は
、
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

平
成
14
年
度
決
算
に
お

け
る
公
債
費
比
率
は
10
・
５
％

で
、
県
内
33
市
の
中
で
は
低
い

方
か
ら
13
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

お
り
今
後
は
市
税
、
地
方
交
付

税
等
の
経
常
一
般
財
源
の
伸
び

が
期
待
で
き
な
い
こ
と
や
、
現

在
着
手
し
て
い
る
大
型
事
業
に

充
て
た
地
方
債
償
還
費
の
増
に

よ
り
、
公
債
費
比
率
が
確
実
に

上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の

で
、
慎
重
な
財
政
運
営
に
努
め

た
い
。

問

自
主
財
源
の
効
率
的
活
用

の
た
め
、
国
・
県
の
補
助
金
を

活
用
す
る
事
業
計
画
は
如
何
。

市
長

八
街
駅
北
側
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
や
公
共
下
水
道

雨
水
整
備
事
業
な
ど
の
投
資
的

経
費
に
対
す
る
補
助
や
福
祉
、

産
業
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野

で
国
・
県
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
い
ま
す
。平
成
16
年
度
は
、

二
州
第
一
保
育
園
建
設
事
業
、

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
事
業
、
ま

ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
事
業
に
つ
い

て
国
庫
補
助
金
１
億
６
千
１
０

９
万
４
千
円
、
県
補
助
金
２
億

５
千
６
６
６
万
７
千
円
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

歳
入
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

問

市
道
及
び
歩
道
の
幅
員
と

通
行
に
支
障
の
な
い
形
状
を
確

保
す
る
た
め
（
仮
称
）
八
街
市

狭
あ
い
道
路
の
整
備
促
進
に
関

す
る
条
例
（
垣
根
、
茶
の
木
、

木
の
枝
の
伐
採
）
を
考
え
て
は

如
何
。

市
長

現
在
、
文
書
を
も
っ
て

枝
の
剪
定
等
の
維
持
管
理
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
協
力
依
頼
を

所
有
者
に
通
知
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
歩
行
者
等
の
安
全

を
確
保
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

問

地
域
、
学
校
連
携
施
設

（
地
域
の
方
々
が
利
用
で
き
る

多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
）
を

考
え
て
は
如
何
。
ま
た
、
エ
コ

ス
ク
ー
ル
主
要
施
設
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
と
雨
水
利
用

シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
は
如
何
。

教
育
長

八
街
中
央
中
学
校
の

校
舎
改
築
は
、
現
在
、
基
本
設

計
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
学
校
開
放
の
一

貫
と
し
て
広
く
地
域
の
方
々
が

利
用
で
き
る
空
間
を
計
画
し
た

い
。
エ
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
太
陽

光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
と
い
っ

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
ま

た
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源

型
な
ど
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
の
機
能
に
つ
い
て
も
十
分
に

配
慮
し
、
で
き
る
限
り
取
り
入

れ
た
い
。

問

行
政
改
革
推
進
を
は
か

り
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
持

っ
た
「
行
政
コ
ス
ト
削
減
の
連

絡
会
議
」
等
の
継
続
的
な
取
り

組
み
と
、
組
織
化
が
望
ま
れ
る

が
如
何
か
。

市
長

行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
は
、
現
在
の
財
政
状
況
の
も

と
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
過
程

で
す
。
１
年
程
度
の
期
間
を
限

定
し
て
、事
務
事
業
の
見
直
し
、

効
率
化
を
図
り
、
将
来
の
財
政

推
計
を
も
と
に
算
出
し
た
削
減

目
標
を
達
成
し
当
面
は
職
員
が

自
ら
考
え
る
行
財
政
改
革
を
進

め
た
い
。

問

今
、
新
た
に
各
地
の
行
政

で
見
直
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

満
足
度
が
高
く
、
大
変
高
い
評

価
を
得
て
い
る
も
の
に
「
す
ぐ

や
る
係
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
本
市
で
も
「
す
ぐ
や
る
係
」

を
建
設
部
の
な
か
に
発
足
す
る

こ
と
を
望
む
が
如
何
か
。

市
長

現
在
、
道
路
行
政
に
関

し
て
急
を
要
す
る
軽
易
な
も
の

は
、
主
に
道
路
管
理
課
で
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
ご
提
言
い
た

だ
き
ま
し
た
「
す
ぐ
や
る
係
」

と
い
う
名
称
に
と
ら
わ
れ
ず
、

道
路
管
理
課
に
お
け
る
機
動
性

を
よ
り
高
め
る
た
め
の
一
方
策

と
し
て
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
市
内
各
地
の
公
共
施
設
な
ど

に
自
動
血
圧
計
の
設
置
を
強
く

望
む
が
如
何
か
。

市
長

市
民
の
方
々
が
簡
単
に

自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
一
つ
と

し
て
血
圧
測
定
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
設
置
に
つ
い
て
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

一 般 質 問
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公公

明明

党党

鯨鯨
井井
眞眞
佐佐
子子

京京
増増
　　
良良
男男

新新
宅宅
　　
雅雅
子子

川川
上上
　　
雄雄
次次

◆
新
年
度
の
政
治
姿
勢

◆
新
年
度
の
財
政
問
題
に
つ
い
て

◆
条
例
制
定
に
つ
い
て

◆
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

◆
道
路
行
政
に
つ
い
て

◆
八
街
中
央
中
学
校
校
舎
改
築

事
業
に
つ
い
て

▲昭和41年に建築された八街中央中学校校舎

▲市役所玄関に設置された自動血圧計

京
増
　
良
男

代
表質問

川
上
　
雄
次

個
人質問


